
凡例一、 この「十九世紀熊本藩住民評価・褒賞記録『町在』解析目録」データベースは、先に冊子体として刊行した同名の「解析目録」に収載している「件名表題」「事項」「地名」「人名」に、「件名内の構成」「件名主内容」を加えたものである。データベース１件あたりの構成を順に示せば、「件名表題」「件名内の構成」「件名主内容」「事項」「地名」「人名」となる。一、 「件名表題」は文書の概要を示し、手永名・村名・役職・身分（役席）等を明記した。また、「件名表題」で同じ意味のものについて表記が複数ある場合、「事項」では以下の例のように表記を統合した。例） 「件名表題」 「事項」二御丸普請寸志二御丸御手伝寸志 � 二御丸御修復御手伝御用寸志二御丸普請御手伝寸志 など一、 「件名内の構成」は文書の構成を示し、出来るだけ原文書の並びに合わせた。件数の多いものについては、主なものを記述し、他○点とした。なお、原文書にない年月日等については（ ）をつけた。一、 「件名主内容」は、「件名表題」で表記出来なかった詳しい内容（理由・経緯・結果等）を示した。一、 「事項」は、件名の主内容を構成する基本的な用語を抽出・配列した。配列に際しては、概ね申請対象者、申請理由・内容、申請の結果の順となるようにした。一、 「地名」は現在の地名表記とし、郡・手永・村町の順に配列した。（「郡・手永一覧」参照）一、 「人名」は、出来るだけ原文書に即した表記とした。但し、辺・邊・邉�辺、 斉・斎・齋・齊�斉・斎、 冨・富�冨 に統一した。また、画面上に表示出来ない文字については、下記の例のように記述した。例）炟�タツ（火扁に旦）、 �○（ヨミ不明、王扁に善）など一、 原文書に用いられている古体・異体・略体等の文字は、原則として活字体に改めた。また、同義のものは一つの語句に統一した。例）忰・伜・倅・悴�忰、 大夫・太夫�大夫鉄炮・鉄砲 �鉄炮、 榜示・傍示�榜示 など一、 画面上に表示出来ない文字の一部については、以下のように置き換えて表記した。�より、 �締、 蠟�蝋、 �慶�枠、 焰�塩、 焇�硝、 雩�雨乞韘�ユガケ、 桲�オツボツ
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